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欲 求 の充足 とオ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィ
玉 置 了
は じ め に
我 々の生活において,コ ンピュー タを媒介 とした コ ミュニケー ションが着実
に浸透 しつつ あ る。 インター ネッ ト上で企業や個 人が運 営す るWebサ イ トで
は,掲 示板 な どと呼ばれ るネ ット ・ユーザ ー同上が対話 を行 う空間が設 け られ,
そ こで は特 にテーマ性の ない雑 談か ら,政 治 ・経済の話題 や人生相 談にいたる
まで実 に様々なや りとりが行われてい る。本稿で は,こ うした オンライン空間
上 のコ ミュニケー シ ョン ・スペー スを オンライン ・コ ミュニテ ィと呼 ～二ことに
す るが,オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィには1司じ製品や ブラン ドを消費す る消費者
同士 によ って形成 された もの も多 く存在 し,そ こで は単 にその紐帯 となる製 品
の使用方法 や評価 に とどまらず,紐 帯 となる製 品 と様 々な関連製品 との組 み合
わせや取揃 え に関す る情報交換,ま た.こ れまで にない新た な使用方法や アイ
デアの創造 などが行われている。
こうした,オ ンラ イン ・コ ミュニテ ィにお ける消費者 同士の コ ミュニ ケー
シ ョンは,単 に購買前 の情報探索や購買後 の製品利用のための 情報交換 のみ な
らず,様 々な製品を応用 ・編集す るためのや りとりで あ 軌 現代 の オンライン
空 間にお ける消費者行動 を明 らか にす るとき,そ こで は消 費者が 白らの生活 を
活 き活 き と楽 しむために行 うコミュニ ケー シ ョン行動 とい う視点か ら解 明す る
必 要が あろ う。
また.オ ンライン空 間にお ける消費者 の白発性 を活か したマーケテ ィングが
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様 々な可能性 を秘めて いることが指摘 され るn一 方で,現 実には様々な困難が
伴 うとされるなかで,ま ず為すべ き課題は,消 費者 は自らの消費生活の中でな
ぜ オンライ ン空 間上 のコ ミュニテ ィに集い,情 報 の発信や収集,ま た相互行為
をお こなうのか とい う,消 費者の オ ンライン空間におげるコ ミュニ ケー シ ョン
行動の本質 的な動 因を明 らか にす ることである と考 えられ る。
そ こで,本 稿 では製品や ブラン ドを紐帯 とした オンライン ・コ ミュニ テ ィ2,
をその分析 の対象 と して取 り上げ,そ こでのネ ッ ト・ユーザーの コ、ミュニケー
シ ョン行動 を,消 費行動の一環 として位置づ け,消 費者は 自らの消費生活 の中
で なぜ オンライン ・コ ミュニテ ィに参加 し,い かな るコ ミュニケー ション行動
を とるのか とい うことを論 ずる ことを目的 とす る。
1オ ンライン空問 におけるコミュニケー ション行動
本稿 の 目的 は,オ ンライ ン ・コ ミュニ テ ィにお けるネ ット ・ユー ザーの コ
ミュニケー ション行動 を消費行動 の一環 と して位置づ け,そ こか らオ ンライ
ン ・コ ミュニテ ィヘ の参加動機 を明 らか にす るとい う点 にあ る。,
そ こでまず,消 費者 のオンライン空間におけるコ ミュニケー シ ョン行動 に関
わ る分析視 角 を,1990年代 前半か ら社 会心理学 におい てバ ソコ ン通 信や イ ン
ターネ ットをフ ィール ドとして行われて きた ネッ ト・ユーザーの コ ミュニケー
シ ョン行動 を論 じた研究を もとに明確 に しておきたい。
社会心理学 においては,本 稿 の対象 とす る製品や ブラン ドを紐帯 とした オ ン
ラ イン ・コ ミュニ ティに限牢 した議論で はない ものの,様 々な紐帯 を もつ オ ン
ライン ・コ ミュニテ ィ全般 を対象 として,オ ンライン ・コ ミュニテ ィを家庭や
地域,学 校,職 場 な どと同様 に1つ の社会集 団 として とらえ3},そ こでの ネ ッ
1)田 村[1996LK…量pferer[2000],古川 ・電 通 デ ジ タ ル ・ラ イ フス タ イ ル研 究 会 編12001],石
井 ・厚 美 編[2002],和田120021,片平[20{)3],池尾 編[20031な ど を参 照 の こ と,、
2)以 下 で は,あ る特 定 の 製 品 や ブ ラ ン ドを テ ー マ とす る オ ン ラ イ ン空 間 上 の コ ミュ ニ テ ィを 「オ
ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ1と 呼 ぶ こ とにす る 。
3)川 上 ・川 浦 ・池1」・古 川[1993]や 池 田 ・柴 内119971で は ,こ う した電 子 メデ ィア を通 じ■
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ト・ユーザーのコ ミュニケー シ ョン行動 を論 じて きた。 こうした,個 人 として
のネ ット ・ユーザーのコ ミュニ ケー シ ョン行動 は,情 報探 索.情 報発信,相 互
関係の構.築とい う視 点か らまとめ ることがで きる。
まず第1の 情報探索 の視点 とは,オ ンライ ン空 間上 の文字 を通 じたや りと り
は,絶 えず何 らかの情報 を生み 出 し続 けるとい う,オ ンライ ン空間の情報源 と
しての性格 に着 目し,そ うした視点か らオンライン ・コ ミュニテ ィヘ の参加動
機や行動 を論ず るとい う視角で ある。 こう した情報 源 としてのオ ンライ ン ・コ
ミュニテ ィとい う議論は,消 費行動 の文脈か ら も論 じられてお り,例 えば,消
費者は オンライ ン ・コ ミュニテ ィにおいて,新 製品情報や.評 判,機 能,性 能.
使い方,価 格 な どいか なる情報を求めるか といった調査1'がなされ ている。
次 に,2つ 目の視点 として,情 報発信 とい う側面 に着 目す る議論 もなされて
お り,ネ ッ ト・ユーザーが,コ ミュニ テ ィの メンバーに対 して何 らかの情報 を
自発 的に発信す るための場 を求めて オンライン ・コ ミュニテ ィに参加す るとい
う指摘 があ げられ る。例 えばKollock[1999』は オ ンライ ン ・コ ミュニ テ ィヘ
の貢献 の動 機 として,(1)互恵 性への期待.(2)名声 を高 める事へ の期 待,(3)
自己効 力感 働 グループに対す る愛着や コ ミットメ ン ト,(5)効率 的な情報共
有へ の期 待 をあ げてい る、 また,我 が国の研究 で は情報発 信 による 自己の呈
示 ・表出,自 己の再発見 ・再認識 アイデ ンテ ィテ ィの形成 を求めて オンライ
ン空 問を活用す るとい う自己的な動機に着 目す る研究が 多 くなされてい る㌦
さらに第3の 視点 として,そ うした情報のや りとりや語 らい,ま た交流 ・共
同作業 とい うイ ンタラクテ ィブなコ ミュニケー シ ョンは,く つ ろぎや安 らぎ,
＼た共通 の興味や関心 を介 した 自由な集団形 成を,IllL縁・地縁 ・学校縁 ・職場縁 と対比 して,情 報
縁 と表現 している,
4)宮 田[1997]では,消 費過程をm知 識段 階,12)態度形成段階,ll{1決定段階,141実行段 階,15〉評
価確 定段 階 と分類 し,似2蹄X51σ)各段 階における電子 フ ォーラム内での情報行動 に関わる実証研
究を行 っている。
5)オ ンライン空間での情報 発信 と自己呈示に関する実証的な研究 は,掲 示板 などの コ ミュニテ ィ
で はな く.ホ ー1、ベー ジにおげ る情報 発信 を論 じた ものでは あるが,川 浦 ・北 山 『1997].川
浦 ・II[下・川一ヒ[19991において実証的な研究がなされている・
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癒 し,憩 い6)などの精神的 な効用 を生みだす とされ る。 ネ ット ・ユーザーは,
誰か と繋が っている感覚 を獲得 し,ま た.あ れ これ と対話す ることそれ 自体の
楽 しみのために,共 通 の関心 を もつ人 びととの コミュニケー シ ョンや見知 らぬ
人 との 出会いヅ1を求めて,オ ンライン空間の コ ミュニテ ィに参加す る と言 うの
であ る.こ うした指摘 はオ ンライン空間における他者 との インタラクテ ィブな
相互関係構築 それ 自体 を求めて参加す るとい う動機 を示す ものであ り,先 に挙
げた情報 の探索 ・発信 を実現す るにもコ ミュニテ ィにお ける他者 との関係は重
要な役割 を果 たすが.そ れ らとは異な って価値観の共有で きる相互 関係それ白
体 を求める とい う動機 と して峻別すべ きであろ う,,
ここで は,社 会心理学 におけ る研究成 果 を通 じて,ネ ッ ト・ユーザーの コ
ミュニケーシ ョン行動の視点か ら,オ ンラ イン ・コ ミュニテ ィに対す る参加動
機 を検討 して きた。先 に も述べ た ように,こ れ らの議論 は,オ ンライン ・コ
ミュニテ ィの紐帯を問わず包括 的に論 じた ものであ り,本 稿 の対象 とす る消費
者 同上の製品や ブラン ドを紐帯 としたコ ミュニティにおけるコ ミュニケー ショ
ンの動因を論 じた ものではない。 しか し.オ ンライン ・コ ミュニテ ィをとらえ
る上で.(1)情報探 索,(2)情報発 信,(3)相互関係の構 築 とい う3つ の コ ミュニ
ケー ション行動 の視 点は,消 費者の オ ンライン空間上で のコ ミュニ ケー シ ョン
行動 と して も有用 な分析枠組み となろう。
しか し本稿 では,ネ ット・ユ ーザーはただ純粋 にこう した コ ミュニ ケー シ ョ
ンを求めて.情 報 の探索や発信,関 係の構 築を行 うので はな く,そ の背後には
消費行動上 の何 らか の意味が存在 してい ると考 える。すなわち,オ ンライン空
問における消 費者 のコ ミュニケー シ ョン行動 を理解す るためには,消 費す る こ
との意味 の違 いか ら.そ の コ ミュニ ケー ション行動の動因を とらえる ことが必
要だ と考 えるのであ る。
消費者 は日々の生活の中で何 らかの欲求 を もって消費を行 うわ けで あるが.
6)吉 田11998」。
7)川 上 ・川 浦 ・池 田 ・古 川 「1993]亡
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何か しらの理由においてその充足が妨 げ られ ることもあろ う。本稿では,そ う
した消費欲求の充足行動 の一部 と して,オ ンライン ・コミュニテ ィヘの参加を
位置づ ける。
す なわ ち,本 稿では,そ うした消 費者の 日々の生活 における消費行動 の一環
としてのオ ンライ ン ・コ ミュニテ ィヘ の参加,ま たそ こで の コミュニケー ショ
ン行動 を消 費生活 にお ける欲求の充足 のため の行動 として とらえ,そ こで の具
体的な行動 を論ず る。そ して消費者 の コミュニケー ション行動 を,本 節で得 た
視角を もとに,オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィにおい て生み出 される情報や アイデ
アを獲得 しようとす るq)情 報探索 行動 と,逆 に(2)情報発信に よって何 かを
得 ようとす る行動 と,そ うした情報探索 や情報発信 といったコ ミュニテ ィでの
行動 を通 じて,コ ミュニテ ィた る所以 ともいえる(3)価値観や感情を分かち合
う相互 関係の構築行動 とい う3つ 視点か らとらえ議論 を麗 開す る・
次 に,本 論 に移 る前 に,本 稿で オ ンライン空間におけ るコ ミュニケーシ ョン
を生み出す その動因 と して位置づ ける消費 とい う概念につ いて明確 に しておか
ねばなるまい。 その点 については節 を改めて論ず る,、
II生活の視点から見た消費
1生 活と消費
本稿 は.オ ンライン ・コ ミュニテ ィにおける消費者 の行動 ・動機を消費過程
における欲求充足のための行動 と して位置づけ ることを目的 としてい る。そ う
した視点 に基づ くと,オ ンライン ・コ ミュニテ ィでの行動や参加動機 は,そ の
消費における欲求がいかな るものか とい うことに規 定され ると考 え られ るこ と
か ら,ま ず本稿で の消費概念を明確 に し.我 々の 〕々の消費行動 を促す欲求 と
はいかなる ものなのか とい うことを明確 に してお く必要があろ う。
冒頭において,消 費者 は,オ ンライン ・コ ミュニテ ィのや りと りを通 じて,
様 々な製品を用いて,自 らの牛活を活 き活 きと楽 しんでい るとい うことを指摘
した。そ こで本稿 では消費 を.モ ノの購買 ・利 用 とい う視点か らとらえるので











そのよ うな生活,す なわ ち人問 としての視点か ら消費者が行 う消費 とい う行
為において持つ欲 求を説明 しようとす る と,Mas1・w[1970]の欲求理論が 消
費行動 に適川 されて論 じられ ることが多い。氏の理論には,実 証的 ・理論的側
面において様 々な批判が あ りつつ もロ),様々 なマーケ テ ィング論 や消費者行動
論 の文脈 の中で援 用され,例 えばKotler[200〔)]が、Maslowの理論 に よって
8)マ ーケテ ィングと生活の質についてほS昌mli[19871、Amdd197呂]を参照、 またArndtは・
人間の鑑活の質 を決定す る行為の最終的 な目的に目を向けると,そ れは3つ の欲求(二 一 ズ).
つ ま り11)物質的欲求,(2)祉会的欲求,(3)自己実現欲求に向け られる とし.も ちろん消 費の領
域 において も最終的には この諸欲求の充足 が目的 として向け られると している・
9)生 活者 と言 う語は,こ れまで様 々な文献で消費者 とい う語に置 き換 えて表現 され てきた。そ こ
で は消費者の変化を契機に語 られ ることが多 く,そ れ まで とは何 か異 なった消費者 を生活者 とし
て位置づけ られて きた.ま た本文 で指摘 した 「人問 として生きるための行為」 とい う意味 もその
時代 ・背景 によって異なる、これ までU)消 費者運動や ソーシ ャル ・マ ーケテ ィングの文脈にお
いて.幕 本的な生存 を強 く求め る行為 者,働 個性 的な ライフス タイルを能動的 に行 うよ うに
なった消費者 の登場 を文脈 と して.創 造性 ・白己実現 を求める行為者 をそれぞれ生活者 として と
らえ られて きた。 また.両 者 の文脈 の中で,13)他者 との関係を積極的 に求め るとい う生活者 像
も指摘 され ている,
10)ラ イフス タイルとは生活主体が,生 活の維持 と発展 のための生活課題を解決 し,充 足する過 程
であ り,自 ら¢)独自の欲求性向に よって動機づ けられ ,自 らの価値態度,生 活 目標 、生活設 計に
よって方向付 げられ,財 壁サー ビス ・情 報 ・機 会を組み合わせ、主体的に発展 させ てい くシステ
ムである(村 田 ・井関 ・川勝編[1979』15-16ペー ジ)と 定義 されてい る。
11)松井[2000.
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マーケ ターは,多 様 な製品が,消 費者の計画や 目標や 人生 にどの ように関わ っ
ているか を理解す ることがで きるとす るように,消 費者 の欲求 を生活 とい う視
点か らとらえる上で も有効な枠組みであ ると評価 で きよう1%
また,こ のMaslowの理論仮説を実証的に検討 し,Maslowの理論 における
段階性 ・不可逆性 を否定 しつつ,人 間が持つ欲求 をよ りシンプルに再構成 した
AしderferLl9691は,人間の欲求は,そ の(1)生存欲求(Existellceneeds)と,
そ して重要 な他者 との対人関係 を維持 しよ うとす る(2〉関係欲求(Relatedness
needs),自らが独 自の人 問 として発達 ・成長 す る機 会を探 そ うとす る とい う
(3)成長欲求(Growthneeds)の3層か らな るとしているB1。
こうした人間が持つ欲求 とい う議論 を参考 に しつつ,こ こで改 めて消費 とい
う行 為に対す る欲求 を分類 してみ る と,そ の欲求 の方向性 によ って モ ノ ・他
者 ・自己 に向 けられた欲求 というように位 置づ けるこ とがで きる。 よ り具体的
には,ま ず人 は生命体 として生存す るために,身 体 が求 める空腹やの どの渇 き
といった欲求 を満たす うえで必 要なモノの消費を求め,ま たそ うした基本的 な
生存 に関わるこ とのみ ならず,よ り生活 を快適 に,ま た楽 し く過 ごす ためにモ
ノに対 して利 便性や情緒性 などを求める とい うよ うに,人 はL製 品が もつ機
能や性能な ど,つ ま り製 品が モ ノとして もつ便益 ・効用 を求めて消費 を行 うと
言 える。 また,人 は,生 きる上でその生命の維持 だけで な く社会 におい て生 き
る人間 として,他 者 と関係 を構築 したい とい う欲求を持つ 。そこで,2つ 目に,
そ うしたモ ノの持つ便益 に対する欲求 とい う側面 も含みつつ も.そ の消 費の目
的は,社 会において他者 と関係を構築す る とい うことにおかれ,そ のためにあ
12)他に も,松 井[2001]が指摘す るように.Mask♪wの理論は,顧 客志向を重視するマー ケテ ィ
ング ・コンセプ トとも親和性が あ り,その理論 の段 階的側面 をとらえれば,低 次な欲求が満たさ
れ た消費 者の次な る欲求 の方向性 を予測 す るの に役立つ とされてい る。,このMaslowの欲 求階
層理論 とマー ケテ ィングについてはKotlerl2000],邦訳,215ヘー ジも参照の こと。
13)Ald。,fe,は,これ らの3つ 欲 求は同時に生起す るこ ともあ り,さ らにMaslowの言 う高次の
欲求が満 たされ ない と,低 次の欲求か逆 に強 く現れ ることもある としている・ また・本稿 におい
ては,消 費者 をよ り人間的 にとらえ,そ のオ ンライ ン ・コ ミュニテ ィヘの参加 を促す消 費欲 求を
分類するために彼 らの議論 を取 りあげたため、消 費欲求の生起 と段階性 ・階層性 に関連 しての議
論については ここでは割愛す る.
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第1図 消費生活における欲求 の充足 とオンライン ・コ ミュニテ ィヘの参加 モデル
L物質的欲求(璽















デンティティを形成,維 持した り,また白らの成長の手段にするとい う,3.
自己の存在を確認 した り高めたりするために消費を行 うということも考えられ
る。本稿ではこうしたそれぞれの欲求をL物 質的欲求,2.関係的欲求.3.




本稿では,消 費者は,日 々の生活において,こ うした欲求を満たすために
モノを購買し使用するわけであるが,そ の充足がオフラインの空問,す なわ
ち実生活の場では充分に満たされない とき,オ ンライン ・コミュニテ ィに参





を,前 節において指摘 した(!1)情報探索,(2)情報発信,(3)相互関係 の構 築 と
い う3つ の コ ミュニケー ション行動の視 点か ら分析 し,そ うした議論 をもとに
第1V節において,な ぜ消 費者 はオ ンライン ・コ ミュニテ ィに参加す るのか とい
う消費者 の参加動機 を提示す ることを試み る。(第1図 参照)
HI消 費生活における欲求の充足 とオンライン ・コミュニティ行動
1物 質的欲求の充足とオンライン・コミュニティ
1)情報探索行動
我々は,物 質的欲求,す なわちその製品がモ ノとしてもたらす効用や便益を



















す オンライ ン ・コ ミュニテ ィの もつ 大 きな魅力の1つ となろ う、,
2)情 報発信 行動
一方で,消 費者 はこ うした製品の機能や牲能に関す る自らの要望や問題を解
決す るために自発的 に情報 を発信 す るとい う行動 をとることがある。例 えば,
オンライン ・コ ミュニ テ ィにおいては製品 の苦情や要望 な どの発言が なされ る
が,そ の1つ の解釈 として,そ れ はメーカーに対 して問題 の改善や要望 を受 け
人れて もらうためになされ ると考 えることがで きよう。 さらに,コ ミュニテ ィ
ヒーで の署名 など1人 ではな くユーザー同士が協働 して企業に働 きかける とい う
こともあ る.
他に も,企 業か ら提供 され た製品で は満足で きない欲 求を,個 々の消費者が
知恵を発信 し合い コ ミュニテ ィで新たな アイデァを創造す ることに よって間題
解決や欲求 を充足す るなど,消 費者はオ ンライ ン空間での情報 発信 をす るこ と
によって も物質的欲求を満たそ うとす る と考 えられる。










ところで,我 々人間は.本源的に他者と関係を構築 し価値観や感情を共有 し
たいという欲求を持つ。そ して,消費によってその関係的欲求の充足を行 うた
めに我々は,モ ノを自らの感情を他者に伝達する手段 として贈 り物などを行っ
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た りM'.消費 を通 じて他者 と価値観 を分かち合お うとする。
1)情 報探索行動
まず,人 にモ ノを贈 る とい う贈与行動 に着 目 し,そ こで の オン ライン ・コ
ミュニテ ィにおける意義 と参加動機 を情報探索 とい う側 面か ら検討 してみ よう。
贈 り物 は,そ の気持 ちこそが大切 とはいえ,贈 り手 と しては相手 が望 むモ ノ
を的確 に選択で きて こそ充分 にその満足を得 るで あろ う。 また,相 手の欲 しい
ものを本 人に聞かず に選択 し,相 手 に喜んで もらうとい うことや.ま た贈 り物
を媒介 として相手 と感情や価値観を共有で きることが贈 り手 にとっての満足 と
もなると言 え る。
しか し.現 代 におけ る製品 と消費者の価値観の多様 化はそ うした贈 り物 の選
択を困難 な作業 に してお り,相 手 に何 をブ レゼ ントすれば よいか と言 うことは,
相手が 自らの属性 と異 なれば異 なるほ ど難 しくなる。
そこで,例 えば香水 のコ ミュニテ ィな どにおいては,異 性 に対 しどの ような
香水 をプ レゼ ン トすれ ば よいか とい った質問 を行 い,相 手 と同 じよ うな プロ
フ ィー ルを もった参加者 に自分な らもらって嬉 しい香水を聞 き出す とい う行動
が なされてい ることを しば しば見 ることがで きる.1オンライ ン ・コ ミュニテ ィ
におい て,そ の相手 と同 じよ うな性別や年齢,ラ イフス タイル,嗜 好 を もつ参
加 者の意 見を収集す ることによって,的 確 なプ レゼ ン トを探 しだ し,そ の相手
と関係を構 築す るための消費 をうまくゆ くよ うにす るのであ る。
贈 り物以外 にも,自 らの周 囲で流行 してい るゲームや ドラマなど.友 達 との
話題 に うま くつい て行 くため の情 報 を集 めるため に,オ ンライ ン ・コ ミュニ
テ ィで様 々な製品や サー ビスに関わ る話題 を収集す るな ど,オ ンライ ン ・コ
ミュニ テ ィは こうした周囲 と関係を構築す る上で も有用 な情報源 となると考 え
られ る。
2)情 報発信行動







しか レ 既述のように消費者個人の価値観が多様化すると,そ うした相干を


















ン ・コミュニティに参加 し,そ うした製品や ブラン ドの消費を通 じた価値




ここまで,消 費者 の物質的,関 係 的欲求 の充足 とい う視 点か ら,消 費者のオ
ンライン ・コ ミュニテ ィにおける,情 報探索や,情 報発信,相 互関係の構築 と
い う行動 をとらえて きた。
しか し,こ うした3つ のコ ミュニケー シ ョン行動が,物 質的欲求や関係的欲求
を充足す るのではな く,自 己の存在の確認やその正 当性 ・肯定性の確証を求め る
とい う(3泊己存在的欲求の充足のため とい う特別な意味 を持つ ことがある。
そ'の前 に,消 費 にお ける白己存在欲求の充足 行動 につ いて もう少 し詳 しく論
じてお こう。 これ までの消費行動や マーケテ ィングに関わ る議論 の中で,消 費
者 は製品を購買,所 有,使 川す ることを通 じて.自 己 を創出 し,そ れを強化,
高揚,維 持 させ るとい う,消 費 によって,よ りポ ジテ ィブな自己(概 念)を 形
成 しよ うとす るとい う行為が,消 費 と自己概念 に関す る研究や,象 徴的消費研
究の文脈 において,ま た近年 ではブ ラン ド論 の文脈 において論 じられてい る151。
また,我 が国における実際 の消費動 向を見て も1970年代後半以降.消 費に よる
自己実現や消費の個性化 が盛 んに指摘され,ア イデ ンテ ィテ ィの崩壊や 自分探
しが現 代人の精神構造の問題 とされ る中で,消 費 によるア イデ ンテ ィデ ィの形
成.す なわち 自己存在欲求の充足は現代 の消費 を論ず る上で重要な課題 である
とも言 える。
1)情 報探索行動
こうした消 費によって 自己存在的欲求 を充足す るとい うことは,自 らの存在
や生 きる意味を明確 に し,そ の アイデ ンテ ィテ ィを形成す る とい うことに他 な
らない。
現代 においては,自 らの価値観に基づいた能動的なライフス タイルの構築や 自






そこで は様 々な製品 を取揃 え陀 製品の独 自の応用 ・編集18)をし自らの生 活に
創 意工夫 を凝 ら しつつ 消費者 は 自分な りの ライフス タイルを構築 す ることに
よって,ア イデ ンテ ィティを形成 する と言 えよう。
そ して,消 費に よる アイデ ンテ ィテ ィの形成,す なわ ち自己存在的欲求の充
足 を求め る消費者 は,オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィで情報探索 を行い.関 連製品
に関す る情報や製品 の改造や応用 の方法を得 ることによって,自 分 な りに製 し兄
を取揃 え,ま た手 を加えて 自分 な りの ライ フスタイルを構 築 し,自 己の個性 的
なイメージを構 築す ることがで きる と言 える。
また,製 品を取揃 えた り手 を加 えた りす るその過程 自体が,自 己への挑戦 と
な り・その成果 も,自 らにとって生 きがい,日 常生活の心理 的な支 えになる と
考 え られ る.す なわち,本 節 の始 めに述べた消費者の製品に関わ る情報探索行
動 は,そ の全てではないに しろ,そ の背後 にこうした 自己存在的欲求の充足 と
い う別の意味 を持つ とい う可能性があ ると考えられ るのであ る
。
2)情 報発信行動
こ うした議論1よ オンライン ・コ ミュニテ ィにおける情報探索 によって自己
の存在 を認 識するために必要 な自己イメー ジをいか に構築す るか とい う消費者
の行動 を述べ た もので あると言え る。 しか し,我 々が アイデ ンテ ィテ ィを形成
す るためには,自 己 そ して他 者 との コ ミュニケー シ ョンによって,自 己の存
在 を自分 自身で認識 し,他 者の望 ま しい反応 を得る ことが求められ る1"。
オ ンライン ・コ ミュニテ ィにおける情報発信 行動 は,自 己表示 と しての側面
を持 つ とい うことは.第 π節で指摘 した,,そうした,オ ンライン空間におけ る
自己表示行動 を消費行為 と関連させてみれる と次の ように考 え られる。例 えば,
オ ンラ イン ・コ ミュニ テ ィにおいては,自 らが様 々な創意工 夫を凝 ら して性能
や機 能を強化 した 自動車 やPCの 仕様 な どを公開す る コーナーが見 られ る,,
171圧1材L1996]。




















確認 しあえるという,相互関係を構築 しようとす る。














































以 上の よ うに本稿で は,オ ンライン ・コ ミュニテ ィにおけ るコ ミュニ ケー
シ ョン行動 を消費過程 の一環 として とらえ,そ の具体的な行動 と,そ れ に基づ
く参加動機を仮説 的に論 じてきた。本稿 で提示 した枠組み は,既 存の研 究で多
く見られ るような消費過程 における購買時 ・使用 時における情報源 と しての側
面にのみならず,オ ンライン空問において消費者が 自発的に組織化 し,そ こで
次々 とアイデアや関係 を生み出 し,情 報 を交換 ・共有す るとい う,こ れまで に
見 るこ≧ので きない消費者行動の本質にある動機 につい て迫 るものであ るとい
える。
加 えて,消 費行動の一環 としてオ ンライ ン ・コ ミュニテ ィにおける消費者 の
コ ミュニケー シ ョン行動や参加動機 をとらえ るとい う視点 は,第H節 で見たよ
うな,既 存の オンライン ・コ ミュニ ティに関す る研究 には見られなか った もの
である と言 える。
しか し.一 方で,本 稿では こうしたオ ンライ ン ・コ ミュニテ ィの登場が,オ
フライン空間のみの行動であ った と言える これ までの消費者行動 にもた ウす影
響やそ の変化 について検討す ることはで きなか った。 オ ンライン空問が登場 す
る以前 に も,消 費者 は雑誌や 身近 な友 人との関係を通 じて情報探索 を行い.ま
た雑誌へ の投 稿や ロ コ ミな どの形で 情報発信 を行い,ま たPCや 自動 車 な ど
の一部の消費者 は雑誌 などのメデ ィアを通 じてユーザ ・グルー プを形成 レ そ
こで様 々なコ ミュニケー ションを行 って きた。今後,こ うしたオフライ ン空間
における消費者の コ ミュニケー ション行動 との比較 を通 じて,本 稿で取 りあ げ
た オンライン ・コ ミュニティの もつ インパク トや優位性.ま たその限界を明 ら
か にす る必要があろ う。
消費生活における欲求の充足とオンライン・コミュニティ(135)57
また さらに今後,本 稿で提示 した参加動機の実在性 を定量的 に明 らか にす る
とともに,消 費者が オンライン ・コ ミュニテ ィでの行動 を通 じて 自らの生活 に
おける欲求 を充足 してゆ くその態様 をよ りオ ンライン ・コ ミュニテ ィに密着 し
た調査 を通 じて解明す ることが求め られ る。
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